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エ
コ
ノ
ミ
ス

ト
の
崔さ

い

真ま

淑す
み

さ

ん
の
講
演
「
Ａ

Ｉ
は
人
の
仕
事

を
奪
う
の
か
」
を
拝
聴
し
た
。
結

論
は
、
人
は
Ａ
Ｉ
を
使
う
の
か
、

使
わ
れ
る
の
か
に
分
か
れ
る
と
い

う
も
の
だ
っ
た
。
情
報
技
術
の
発

展
は
、
多
く
の
仕
事
を
非
正
規
労

働
で
も
よ
い
仕
事
に
し
た
。
米
国

の
白
人
労
働
者
か
ら
職
を
奪
っ
た

の
は
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
言
う

中
国
の
輸
出
攻
勢
で
は
な
く
技
術

革
新
の
結
果
だ
▼
Ａ
Ｉ
に
仕
事
を

奪
わ
れ
な
い
た
め
に
は
、
Ａ
Ｉ
に

で
き
な
い
仕
事
に
就
く
こ
と
だ
。

Ａ
Ｉ
は
完
璧
で
は
な
い
、
課
題
を

遂
行
す
る
能
力
は
人
の
比
で
は
な

い
が
課
題
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
す
さ
ま
じ
い
ス
ピ
ー
ド

で
進
化
す
る
技
術
革
新
に
対
応
す

る
た
め
に
は
人
も
学
び
続
け
る
し

か
な
い
と
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
必

要
性
を
述
べ
ら
れ
て
い
た
▼
毎
日

会
っ
て
い
る
人
の
名
前
が
出
て
こ

な
く
な
っ
て
久
し
い
わ
が
身
に

と
っ
て
は
、
も
っ
と
ゆ
っ
く
り
進

化
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
う
ば
か

り
だ
。

　

鹿
児
島
県
労
働
者
福
祉
協
議
会

（
鹿
児
島
地
域
労
働
者
福
祉
協
議
会

共
催
）
は
10
月
29
日
（
月
）、
レ
ク

ス
ト
ン
鹿
児
島
で
、
73
人
の
参
加
の

２
０
１
８
年
度 
研
究
集
会
『
防
災
・
減
災
に
つ
い
て
学
習
す
る
!!
』

防
災
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
に
な
る
！　

—

熊
本
地
震
を
題
材
に—

「労福協」と「九州ろうきん」が共同でCM制作（お知らせ）

｢好都合な525｣ KYT ／「笑点」放送前
毎週日曜日17：25～「つなぐ」テレビCM30秒
※番組の都合上、放送時間が変更となる場合がございます。

　　〇放送日　1月6日、13日、20日、27日（4回）
　　　　　　　3月3日、10日、17日、24日、31日（5回）
　県労福協は九州ろうきんと連携して奨学金問題に取り組んでいま
す。奨学金借換専用「つなぐ」のテレビCMを九州ろうきんと共同
で制作しました。ぜひ、ご覧ください。

下
、
研
究
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

近
年
、「
大
型
台
風
」
や
「
地
震
」、

「
豪
雨
」、「
長
期
に
亘
る
降
雨
」な
ど
、

数
十
年
に
一
度
と
言
わ
れ
る
よ
う
な

大
規
模
災
害
が
頻
繁
に
起
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
研
究
集
会
は
、
こ

の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、「
防

災
・
減
災
」
を
テ
ー
マ
に
取
り

上
げ
、
講
師
に
熊
本
県
危
機
管

理
防
災
企
画
監 

有
浦 

隆
氏
を

講
師
に
招
き
、「
防
災
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
に
な
る
！ 

—

熊
本
地

震
を
題
材
に—

」
と
題
し
て
講

演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
初
に
学
ん
だ
こ
と
は
、
防

災
は
担
当
者
だ
け
で
は
な
く

（
担
当
者
の
仕
事
だ
け
で
は
な

く
）
全
員
で
対
応
す
べ
き
も
の

で
あ
り
、「
防
災
の
失
敗
は
人

命
に
関
わ
る
」と
言
わ
れ
、
こ

の
考
え
方
を
組
合
員
全
員
で
共

有
す
べ
き
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
今
、
個
人
や
地
域
住
民
に
求

め
ら
れ
る
こ
と
は
、“
予
防
と
言
う

概
念
を
知
る
〟“「
必
ず
起
き
る
」
の

覚
悟
を
持
つ
〟、“
防
災
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
形
成
す
る
〟
な
ど
、
日
頃
か

ら
、
個
人
や
地
域
で
考
え
行
動
し
、

組
織
的
な
活
動
を
す
る
こ
と
も
重
要

で
あ
る
と
知
り
ま
し
た
。

　

そ
も
そ
も
、
防
災
と
は
、
災
害
を

「
未
然
に
防
止
」
し
、
災
害
が
発
生

し
た
場
合
に
「
被
害
の
拡
大
を
防

ぎ
」、
災
害
の
「
復
旧
を
図
る
」
こ

と
で
あ
る
と
言
わ
れ
、
防
災
の
三
段

階
「
予
防
・
応
急
対
応
・
復
旧
」
に

つ
い
て
学
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

な
お
、
防
災
の
本
質
は
、
予
防
に

あ
り
、「
行
政
は
住
民
を
災
い
な
き

地
に
お
き
、
災
い
の
前
に
逃
が
す
。

住
民
は
、
疑
わ
し
き
を
察
し
、
災
い

の
前
に
逃
れ
る
」。
こ
の
こ
と
を
忘

れ
た
時
に
尊
い
命
が
奪
わ
れ
る
こ
と

も
知
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
労
福
協
は
、
25
年
前
（
平

成
５
年
）
に
多
く
の
死
者
・
行
方
不

明
者
を
出
し
た
「
８
・
６
水
害
」
を

は
じ
め
と
す
る
、
過
去
の
重
大
な
災

害
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
教
訓
と
し

て
、
ど
の
よ
う
に
準
備
・
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
改
め
て
学

習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
連
合
や
労
金
、
全
労
済
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
連
携
し
、
安
全
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
住
み
や
す
い
社
会

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

最
後
に
、
講
演
、
事
業
報
告
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
講
師
の
皆
さ

ま
、
参
加
者
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

研究集会のようす「防災・減災」について学ぶ参加者
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「
親
睦
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
＆
学
習
会
・

懇
親
会
」を
開
催
!川

内
支
店
青
年
・
女
性
推
進
委
員
会

　

鹿
児
島
支
店
と
鹿
児
島
南
支
店
は
合
同
で
、

11
月
25
日
（
日
）、
鹿
児
島
市
で
青
年
・
女
性

推
進
委
員
会
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
２
２
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
冒
頭
、
藤
垣
青
年
女
性
推

進
委
員
長
（
鹿
児
島
市
立
病
院
労
組
）
の
あ

い
さ
つ
を
受
け
、
甲
突
川
周
辺
で
ウ
オ
ー
ク
ラ

リ
ー
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
か
ご
っ

ま
ふ
る
さ
と
屋
台
村
」
の
屋
台
25
店
舗
を
貸
し

切
り
、
異
業
種
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー
で
、
甲
突
川
周
辺
に
設
け

　

川
内
支
店
青
年
・
女
性
推
進
委
員
会
で
は

11
月
10
日
（
土
）、
串
木
野
市
ゴ
ー
ル
デ
ン

ボ
ウ
ル
で
6
会
員
36
人
参
加
の
下
、
北
薩
地

域
労
福
協
と
合
同
に
よ
る
「
親
睦
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
＆
学
習
会
・
懇
親
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
は
、
南
田
青
年
・
女
性

推
進
委
員
長
（
い
ち
き
串
木
野
市
職
労
）
に

よ
る
あ
い
さ
つ
で
ス
タ
ー
ト
し
、
ゲ
ー
ム
中

は
大
き
な
笑
い
声
や
拍
手
、
ハ
イ
タ
ッ
チ
も

見
ら
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
終
了
後
、
ホ
テ
ル
ア
ク

ら
れ
た
９
カ
所
の
ポ
イ
ン
ト
で
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー

ム
な
ど
に
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
た
後
に
、
屋
台
村
で
は
ろ
う
き
ん
ク
イ
ズ
に

よ
る
抽
選
会
を
行
う
な
ど
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
大
変
多
く
の
方
に
参

加
を
い
た
だ
き
、
イ
ベ
ン
ト
の
目
的
で
あ
っ
た

職
場
・
業
種
を
超
え
た
参
加
者
間
の
交
流
、
ま

た
ろ
う
き
ん
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
「
ツ
カ
エ
ル
さ

ん
」
を
知
っ
て
も
ら
う
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま

し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

前門職員よりオリエンテーション

屋台村で「はしご酒」乾杯!!

スコアよりも仲間づくり

みんな揃って「ハイ！ポーズ」

今
年
も「
九
州
ろ
う
き
ん
・
か
ご
し
ま
祭
り
」を

開
催
し
ま
し
た
!!�

鹿
児
島
支
店

シ
ア
串
木
野
へ
移
動
し
、
学
習
会
・
懇
親
会
を

行
い
ま
し
た
。
学
習
会
で
は
、
話
題
の
「
育
て

る
年
金　

ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ
ｏ
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、

個
人
型
確
定
拠
出
年
金
に
関
す
る
知
識
を
お
互

い
に
深
め
ま
し
た
。
懇
親
会
で
は
、
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
の
表
彰
式
や
景
品
贈
呈
を
行
い
、
職
場

や
地
域
の
枠
を
超
え
た
参
加
者
同
士
の
親
睦
を

深
め
る
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

鹿
児
島
支
店
・
鹿
児
島
南
支
店
青
年
女
性
推
進
委
員
会
合
同
イ
ベ
ン
ト

～
九
州
ろ
う
き
ん
Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ａ
Ｌ
２
０
１
８
～
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九
州
労
働
金
庫
出
水
支
店
推
進
委
員
会
、

青
年
・
女
性
推
進
委
員
会
及
び
北
薩
地
域

労
福
協
共
催
合
同
イ
ベ
ン
ト

鹿児島支店・鹿児島南支店推進委員会合同イベント『じゃがいも掘り＆お楽しみ抽選会』

「平成最後のイモを探せ! はい、ひょっこりはん!!」 鹿児島支店

　

鹿
児
島
支
店
と

鹿
児
島
南
支
店
は

合
同
で
、
12
月
1

日
（
土
）
に
推

進
委
員
会
に
よ

る
『
じ
ゃ
が
い
も

掘
り
＆
お
楽
し
み

抽
選
会
』
を
指
宿

市
開
聞
町
で
開
催

し
、
ご
家
族
を
含

め
た
３
０
０
人
を

超
え
る
会
員
の
皆

さ
ま
に
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

じ
ゃ
が
い
も
掘
り

も
今
回
で
7
回
目

と
な
り
、
秋
の
恒

例
イ
ベ
ン
ト
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
地
元
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ま
に
よ
る

採
れ
た
て
“
蒸
か
し
じ
ゃ
が
い
も
・
さ
つ
ま
い
も
”
の
振

る
舞
い
に
始
ま
り
、
家
族
や
仲
間
と
一
緒
に
な
っ
て
じ
ゃ

が
い
も
掘
り
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

収
穫
後
は
、
か
い
も
ん
山
麓
ふ
れ
あ
い
公
園
へ
会
場
を

移
し
、
鎌
田
鹿
児
島
支

店
推
進
委
員
長
の
あ

い
さ
つ
で
昼
食
交
流

会
が
始
ま
り
、
お
待
ち

か
ね
の
地
元
の
採
れ

た
て
新
鮮
野
菜
や
新

米
が
も
ら
え
る
お
楽

し
み
抽
選
会
で
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

出
水
支
店
推
進
委
員
会
と
青

年
・
女
性
推
進
委
員
会
の
合
同
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
北
薩
地
域
労
働

者
福
祉
協
議
会
共
催
の
下
、
11
月

10
日
（
土
）、
長
島
町
で
、
長
島
町

主
催
の
『
第
5
回
長
島
つ
わ
ぶ
き

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』
に
参
加
し
ま
し

た
。
今
回
は
、第
２
土
曜
日
で
あ
っ

た
た
め
子
ど
も
の
参
加
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、９
会
員
１
０
０
人

と
い
う
多
く
の
会
員
間
接
構
成
員

の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

当
日
は
、好
天
に
も
恵
ま
れ
、絶

好
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
日
和
で
、友
の

会
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
職
場
の
違

う
会
員
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
も
で

参加者一同「ハイ、チーズ！」

晴天に恵まれ絶好のイモ堀り日和！

１等はお米です！

き
、
労
金
・
労
福
協
運
動
に
つ
い

て
理
解
い
た
だ
く
良
い
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ろ
う
き
ん
の
プ
ラ
カ
ー

ド
を
持
っ
て
歩
い
た
こ
と
で
、一
般

の
参
加
者
か
ら
ろ
う
き
ん
に
つ
い

て
尋
ね
ら
れ
る
一
幕
も
あ
り
、ろ
う

き
ん
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
絶
好
の
推

進
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

元
気
よ
く
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
た

後
の
、
長
島
町
の
特
産
品
が
当
た

る
抽
選
会
で
は
、鯛
や
ウ
ニ
、焼
酎

が
当
た
っ
た
方
も
。「
気
持
ち
良

く
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
、
労
金
の
参

加
賞
を
貰
い
、
そ
の
上
景
品
も
当

た
り
参
加
し
て
大
変
よ
か
っ
た
！
」

と
大
満
足
で
帰
ら
れ
ま
し
た
。
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【報告事項】
（１）新しいブランドについて
（２）２０１８年度の実績状況について
（３）各産別・単組における２０１８年度の上半期取り組

み状況について
①上半期の活動報告
②重点単組の取り組み内容

（４）マイカー共済の制度改定について
【議題】
　２０１８年度下半期に向けた具体的な取り組みのご提案
について

　

11
月
21
日
（
水
）
に
ホ
テ
ル
レ
ク
ス
ト
ン
鹿
児
島
で
第
15
回
産
別
・
単
組

代
表
者
会
議
を
開
催
し
、
連
合
鹿
児
島
・
鹿
児
島
県
労
福
協
を
は
じ
め
、
21

の
産
別
・
単
組
代
表
者
会
議
構
成
員
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
下
町
議
長
進
行
の
も
と
、
２
０
１
８
年
度
上
半
期
に
お
け
る
、
各

産
別
・
単
組
の
特
徴
的
な
取
り
組
み
を
共
有
化
し
、
さ
ら
に
、
２
０
１
８
年

度
下
半
期
に
む
け
た
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
協
議
・
確
認
し
、
全

産
別
・
単
組
が
一
体
と
な
っ
て
目
標
達
成
を
め
ざ
し
て
い
く
こ
と
を
全
体
で

確
認
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
さ
ら
な
る
「
共
済
事
業
の
拡
大
」
を
め
ざ
し
、
各
産
別
・
単
組

と
連
携
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

▲

 

当
日
の
様
子

　

11
月
6
日
（
火
）
に
全
労
済
指
定
整
備
工
場
共
済
代
理
店
共
済
募
集

人
研
修
交
流
会
を
城
山
ホ
テ
ル
鹿
児
島
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
Ｍ
Ｂ
Ｃ
タ
レ
ン
ト
の
野
口
た
く
お
氏
よ
り
「
鹿
児
島

こ
げ
な
こ
っ
が
あ
い
も
し
た
」
を
テ
ー
マ
に
、鹿
児
島
弁
を
交
え
た
ユ
ー

モ
ア
あ
ふ
れ
る
講
演
を
い
た
だ
き
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
会
場
を

盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
２
０
１
８
年
度
ス
タ
ー
ト
ダ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
表
彰

も
行
わ
れ
、
さ
ら
な
る
入
庫
・
自
賠
責
共
済
獲
得
拡
大
に
む
け
て
士
気

が
高
ま
っ
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

全
労
済
の
組
合
員
の
皆
さ
ま
は
、
車
検
・
修
理
・
点
検
の
際
は
、
ぜ

ひ
最
寄
り
の
指
定
整
備
工
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

獲得件数 工場名 2ヶ月合計件数

30件以上
(有)深水モータース 36件

(有)岩﨑自動車工場 31件

20件以上
(有)小野自動車工業

26件
(有)藤村自動車

10件以上

(有)福重モーターランド 15件

(株)ツタエ自動車
13件

(有)園田モータース

(有)米沢自動車 11件

(有)牧瀬自動車

10件
(有)川口モータース

(有)ケーエムオート

(有)久保田自動車

2018年度スタートダッシュキャンペーン表彰代理店

第
15
回
産
別・単
組
代
表
者
会
議
の
開
催

２
０
１
８
年
度
指
定
整
備
工
場
・
共
済
代
理
店

共
済
募
集
人
研
修
交
流
会
の
開
催

報告

報告

▲表彰の様子▲講演中の野口たくお氏
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１．共済掛金の改定
　　これまでの共済金の支払状況を踏まえて、掛金の見直しを行います。

２．�衝突被害軽減ブレーキ（ＡＥＢ）割引の新設
　近年、運転者の安全運転を支援するＡＳＶ（先進安全自動車）技術
を搭載した自動車の普及が進んでおり、リスク軽減効果もあることか
ら、ＡＥＢ割引を新設します。

３．基本補償への型式別掛金クラスの導入（普通・小型乗用車のみ）
　自動車に関する大幅な技術革新が想定されるなか、より適切な掛金
を提供するために、普通・小型乗用車の基本補償（人身傷害補償・対
人賠償・対物賠償など）に型式別掛金クラスを導入します。

４．マイカー共済ロードサービスの拡充
　適用対象マイカー共済に加入しているすべての被共済自動車に拡大
するとともに、サービス内容を拡充します。

※�ここに記載している内容は制度改定内容の一部です。詳しくは全労済に
お問い合わせください。

　

全
労
済
共
済
シ
ョ
ッ
プ
ぐ
り
ん
ぼ
う
各
店
舗
で
は
、
２
０
１
８
年

12
月
1
日
～
12
月
28
日
ま
で
店
舗
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

｢

今
の
保
障
で
問
題
な
い
の
か｣

｢

保
障
を
見
直
す
方
法
が
わ
か
ら

な
い｣

な
ど
、
保
障
に
関
す
る
素
朴
な
疑
問
を
ぐ
り
ん
ぼ
う
各
店
舗

で
解
決
し
ま
せ
ん
か
？

　

｢

気
軽
に
・
何
で
も
・
何
度
で
も
相
談
で
き
る
『
親
切
で
頼
れ
る

店
舗
』｣

を
合
言
葉
に
、
ぐ
り
ん
ぼ
う
鹿
児
島
店
・
鹿
屋
店
・
奄
美

店
の
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
心
よ
り
ご
来
店
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

全
労
済
の
マ
イ
カ
ー
共
済
は
、
２
０
１
９
年
１
月
１
日
以
降
を
共
済
期
間
の
開

始
日
と
す
る
ご
契
約
よ
り
、
衝
突
被
害
軽
減
ブ
レ
ー
キ
の
普
及
に
よ
る
組
合
員
の

ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
や
、
付
帯
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
な
ど
を
目
的
と
し
た
制
度
改
定
を

実
施
し
ま
す
。

店
舗
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

制
度
改
定
の
ご
案
内

２
０
１
８
年
12
月
１
日
～
12
月
28
日

2019年
1月実施

マ
イ
カ
ー
共
済

～制度改定のポイント～
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ナ
プ
ス
だ
け
が
強
め
ら
れ
、
不

要
な
も
の
が
刈
り
込
ま
れ
ま

す
。
こ
の
剪
定
作
業
に
よ
っ
て

効
率
の
よ
い
神
経
回
路
が
で
き

る
の
で
す
。

　

こ
の
冬
、
あ
な
た
も
心
の
剪

定
作
業
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

余
分
な
枝
を
切
り
落
と
す
作
業

は
、
あ
な
た
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
の
質
を
上
げ
る
た
め
に
欠
か

せ
な
い
作
業
で
す
。
無
駄
な
こ

と
、
不
得
意
な
こ
と
、
つ
ら
い

こ
と
、
自
分
が
や
ら
な
く
て
も

よ
い
こ
と
な
ど
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
使
い
過
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

必
要
な
こ
と
、楽
し
い
こ
と
、

つ
ら
く
て
も
自
分
に
プ
ラ
ス
に

な
る
こ
と
を
見
極
め
、
不
要
な

こ
と
を
思
い
切
っ
て
剪
定
し
ま

し
ょ
う
。
得
意
な
人
や
外
部
に

任
せ
る
と
い
っ
た
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
も
一
つ
の
手
で
す
。

　

あ
な
た
が
取
り
組
む
べ
き
仕

事
の
量
を
い
か
に
絞
り
込
む
か

が
、
結
果
的
に
仕
事
の
質
を
高

め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
仕
事
を
見
直
し
、

ブ
ド
ウ
の
木
の
よ
う
に
不
要
な

枝
を
刈
り
込
み
、
こ
れ
か
ら
伸

び
る
新
し
い
枝
の
た
め
に
ス

ペ
ー
ス
を
た
っ
ぷ
り
つ
く
り
、

し
っ
か
り
と
土
に
根
を
張
っ
て

養
分
を
蓄
え
ま
し
ょ
う
。

　

ロ
ー
ソ
ン
な
ど
も
、
試
験
的
に

導
入
し
て
お
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
ア
プ
リ
で
、
入
店
と
精
算
を

行
う
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
住
ま
い
る
共
済
の
学
習
会

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
家
を

建
て
る
の
で
、
と
て
も
分
か
り
や
す

い
説
明
で
し
た
。（

枕
崎
市
・  
男
性
）

　
「
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル

ド
」
を
人
の
心
に
も
当
て
は
め
る
と

い
う
考
え
、お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。

　

失
敗
や
別
離
、
喪
失
が
新
し
い
自

　

よ
く
利
用
す
る
支
店
の
Ａ
Ｔ
Ｍ

が
、
こ
の
秋
か
ら
1
台
に
な
り
ま

し
た
。
平
日
の
夕
方
は
、
行
列
に

な
り
不
便
で
す
が
、
こ
れ
も
企
業

努
力
の
一
つ
と
し
て
、
受
け
止
め

ま
す
。

（
鹿
屋
市
・
女
性
）

　

久
し
ぶ
り
に
、
労
福
だ
よ
り
を

手
に
と
っ
て
み
ま
し
た
。
ク
イ
ズ

は
楽
し
い
で
す
ネ
。
頭
を
使
う
の

で
、
休
み
時
間
の
ち
ょ
っ
と
し
た

時
間
と
家
に
帰
っ
て
か
ら
家
族
だ

ん
ら
ん
の
と
き
に
活
用
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
難
し
い
と
こ
ろ
は
、

ス
マ
ホ
片
手
に
調
べ
た
り
…
。
次

回
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
鹿
屋
市
・
男
性
）

　

い
ま
人
気
の
ワ
イ
ン
。
お

い
し
い
ワ
イ
ン
を
つ
く
る
た

め
、
ブ
ド
ウ
農
家
に
欠
か
せ

な
い
冬
の
作
業
が「
剪
定（
せ

ん
て
い
）」で
す
。
枝
を
バ
ッ

サ
リ
と
刈
り
込
め
ば
収
穫
で

き
る
ブ
ド
ウ
の
量
は
減
り
ま

す
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
味
が

凝
縮
さ
れ
、
よ
り
お
い
し
い

ワ
イ
ン
が
で
き
る
の
で
す
。

欲
張
っ
て
枝
を
多
く
残
す
と

味
は
薄
く
な
り
ま
す
。

　

人
間
の
脳
の
中
で
も
剪
定

作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

脳
神
経
細
胞
の
結
合
（
シ
ナ

プ
ス
）
は
、
生
後
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
を
吸
収
す
る
中
で
過

剰
に
つ
く
ら
れ
ま
す
。
そ
の

後
成
長
す
る
中
で
必
要
な
シ

新しいビジネス用語から
学ぶ心理学

前向きに生きるコツ

 ⑯心の「剪定」で仕事の質をアップ

無人コンビニ
　

店
員
と
現
金
の
や
り
取
り
を
せ

ず
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
ア
プ
リ
で
清
算
を
す
る
仕
組
み

の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
す
。

　

米
国
や
中
国
な
ど
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
が
進
ん
で
い
る
国
で
は
店

舗
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
も
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
東
京
都

内
の
駅
の
ホ
ー
ム
に
こ
う
し
た
コ
ン

ビ
ニ
を
試
験
的
に
２
カ
月
間
オ
ー
プ

ン
さ
せ
ま
し
た
。
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
を
入
口
の
端
末
に
か
ざ
し
て
入
店

し
、
選
ん
だ
商
品
を
も
っ
て
、
レ
ジ

代
わ
り
の
「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
」
で
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
に
よ
る
清
算
を
し
ま
す
。

読
　
者

か
ら
の

声

233

ニュース・
ワード

臨床心理士　山藤奈穂子

分
を
作
る
機
会
と
捉
え
ら
れ
る
と
、

も
の
す
ご
く
楽
に
な
り
ま
す
ね
。

（
出
水
市
・
男
性
）

　

６
９
５
号
の
ニ
ュ
ー
ス
ワ
ー
ド
の

「
海
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
」
は
深

刻
で
す
ね
。
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
の
買

い
物
は
レ
ジ
袋
を
極
力
も
ら
わ
な
い

よ
う
し
て
ま
す
。（鹿

児
島
市
・
男
性
）

　

労
働
金
庫
友
の
会
の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
（
9
月
26
日
開
催
）
に

参
加
し
ま
し
た
。
昔
、
顔
を
合
わ
せ

た
こ
と
の
あ
る
色
々
な
職
場
の
方
達

と
久
し
振
り
に
会
え
て
、
楽
し
い
大

会
で
し
た
。（

薩
摩
川
内
市
・
女
性
）
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姶
良
伊
佐
地
域
労
福
協
と
連
合
姶

良
伊
佐
退
職
者
会
は
共
催
で
、
第
4

回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
を
11
月

1
日
（
木
）、姶
良
市
加
治
木
町
の
「
陶

夢
ラ
ン
ド
」
で
開
催
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
70
人
で
し
た
。

　

参
加
者
の
日
頃
の
行
い
が
い
い
の

か
、当
日
は
、快
適
な
秋
晴
れ
に
恵
ま

れ
、2
ゲ
ー
ム
行
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
に
は
、
野
間
健
前
衆
議
院

議
員
と
野
呂
正
和
さ
ん
も
駆
け
付
け
、

会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、そ
れ
ぞ
れ

に
あ
い
さ
つ
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

プ
レ
ー
中
は
、「
あ
り
ゃ
も
う
！　

行
っ
過
ぎ
た
」「
ど
こ
ぎ
ぃ
転
ん
と

よ
！
」「
や
っ
た
！　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ

ン
じ
ゃ
。」
な
ど
の
元
気
な
声
が
、
あ

ち
こ
ち
で
響
い
て
い
ま
し
た
。

　

ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
マ
イ
ス
テ
ッ

ク
・
マ
イ
ボ
ー
ル
を
持
参
し
、日
頃
の

練
習
の
成
果
か
、ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
も

た
く
さ
ん
出
て
、１
人
で
２
回
出
し
た

人
も
い
ま
し
た
。優
勝
は
、２
回
の
ホ
ー

　

奄
美
地
域
労
福
協
は
11
月
10
日

（
土
）、ろ
う
き
ん
徳
之
島
支
店
と
協
賛

し
て
沖
永
良
部
島
内
の
名
所
、
史
跡

を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。
30
人
の
参
加
者
が
あ
り
、大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

古
き
良
き
石
垣
造
り
の
集
落
の
探

索
、永
い
時
間
を
か
け
て
自
然
が
作
り

出
し
た
中
甫
洞
穴
探
索
、
沖
永
良
部

島
の
伝
説
と
な
っ
て
い
る
世よ

之の

主ぬ
し

の
墓

　

奄
美
地
域
労
福
協
は
ろ
う
き
ん
徳

之
島
支
店
と
協
賛
で
11
月
17
日（
土
）、

大
原
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
ゴ
ル
フ
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
前
日
ま
で
の
秋
雨
前
線
も

遠
の
き
、約
40
人
の
ゴ
ル
フ
愛
好
者
が

団
体
優
勝
・
個
人
優
勝
（
鹿
児
島
往

復
航
空
券
）
を
目
指
し
て
プ
レ
ー
し

ま
し
た
。

　

今
回
は
、こ
れ
ま
で
以
上
の
6
団
体

か
ら
、協
賛
商
品
を
い
た
だ
き
、懇
親

会
の
表
彰
式
は
笑
顔
あ
ふ
れ
る
場
と

「
第
4
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
」開
催

姶
良
伊
佐
地
域
労
福
協

沖
永
良
部
バ
ス
ツ
ア
ー

奄
美
地
域
労
福
協

介
護
保
険
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
！

熊
毛
地
域
労
福
協

徳
之
島
地
区
ゴ
ル
フ
大
会

奄
美
地
域
労
福
協

一打一打、真剣にプレーする参加者

世之主の墓にて

な
り
ま
し
た
。
ご
参
加
の
皆
様
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

結
果
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
す
。

≪
団
体
≫　

優
勝
～
渕
上
グ
ル
ー
プ
互
助
会

2
位
～
徳
之
島
Ｊ
Ｐ

3
位
～
教
職
員
チ
ー
ム

≪
個
人
≫　

優
勝
～
西
川　

勝
（
徳
之
島
Ｏ
Ａ
）

2
位
～
前
田　

勝
志
（
徳
之
島
Ｏ
Ａ
）

3
位
～
吉
国　

潔
（
教
職
員
チ
ー
ム
）

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
～
宝　

輝
雄

（
渕
上
グ
ル
ー
プ
互
助
会
）

＊
ル
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
誰
に
で
も

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
よ
う
に
ダ
ブ
ル
リ
ペ

ア
方
式（
ハ
ン
デ
ィ
は
36
打
切
り
な
し
）

　

熊
毛
地
域
労
福
協
（
種
子
島
地
区
）

は
11
月
５
日
（
月
）、九
州
労
働
金
庫

種
子
島
支
店
で
介
護
教
室
を
開
催
し
、

株
式
会
社
Ｐ
Ｒ
Ｏ
の
鮫
島
寛
生
介
護

支
援
専
門
員
を
講
師
に
招
き
ま
し
た
。

　

教
室
は
、ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら

の
自
己
紹
介
か
ら
講
義
が
始
ま
り
、制

度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
２
０
０
０
年
か
ら

現
在
ま
で
の
社
会
を
取
り
巻
く
現
状

や
介
護
保
険
の
仕
組
み
、
自
分
達
の

身
内
や
知
り
合
い
が
介
護
保
険
を
利

用
す
る
ま
で
の
手
続
き
の
流
れ
や
利

用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
な
ど
分
か
り
や
す

く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
導
入
の
意
義
か

ら
こ
れ
ま
で
の
改
正
の
経
緯
を
踏
ま

え
、
現
在
の
介
護
保
険
制
度
は
要
介要介護者を抱える参加者からの質問

プレー前に全員集合

護
者
で
あ
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
れ
る
よ
う

地
域
で
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
「
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
を

目
指
し
て
い
る
こ
と
、そ
の
た
め
に
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
仕
事
内
容
や
役

割
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
な
ど
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
介
護
に
対
す
る
認
識
を

深
め
る
と
と
も
に
、地
域
住
民
の
一
人

と
し
て
地
域
の
特
性
に
応
じ
て
住
民

同
士
で
支
え
あ
う
「
互
助
」
の
大
切

さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
見
学
後
に

は
、沖
永
良
部
島
を
一
望
で
き
る
越
山

公
園
で
昼
食
を
取
り
、帰
途
に
就
き
ま

し
た
。

　

住
み
慣
れ
て
い
る
は
ず
の
島
内
も
、

ガ
イ
ド
を
通
し
て
見
る
こ
と
で
、こ
れ

ま
で
と
は
違
う
視
点
か
ら
見
る
こ
と

が
で
き
た
と
い
う
声
や
、子
ど
も
連
れ

で
参
加
し
た
方
か
ら
は
、バ
ス
で
島
内

を
巡
る
と
い
う
こ
と
は
経
験
が
な
く
、

貴
重
な
体
験
で
あ
っ
た
と
い
う
声
も
い

た
だ
き
、非
常
に
充
実
し
た
イ
ベ
ン
ト

に
な
り
ま
し
た
。

ル
イ
ン
ワ
ン
が
あ
っ
た
麻
生
暢
さ
ん

（
県
職
退
職
者
会
）、
準
優
勝
は
長
友

洋
子
さ
ん
（
退
教
協
）、
3
位
は
牧
野

チ
ヅ
さ
ん（
県
職
退
職
者
会
）で
し
た
。

賞
品
も
た
く
さ
ん
準
備
し
ま
し
た
の

で
、参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
賞
品
を
抱

え
て
笑
顔
で
帰
途
に
就
か
れ
ま
し
た
。

カンボジア子ども教育支援
カンパ継続中

年間目標額は30万円
ご協力お願いします

2018年度 カンパ状況
鹿児島地域労福協� 18,030円
北薩地域労福協� 26,310円
姶良伊佐地域労福協� 22,305円
熊毛地域労福協� 18,564円
奄美地域労福協� 28,855円
全労済県本部� 60,459円
鹿児島県電力総連� 26,000円
（合計）� 200,523円

■振込先
〈金融機関〉
　九州労働金庫鹿児島南支店
〈口座№〉
　１５８８７６６
〈口座名義〉
　一般社団法人
　鹿児島県労働者福祉協議会
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︿
解
き
方
﹀ 

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
し
て
、
二
重
ワ
ク
の
５
文

字
を
う
ま
く
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
？

ク
イ
ズ
当
選
者
（
敬
称
略
）

　

吉
原
あ
ず
さ	

君
野　

俊
男

　

宮
崎
裕
二
郎	

諏
訪
元
晋
平

　

久
住　

勇
介	

穂
森　

恵
子

　

堂
元　

泰
子	

西　

名
美
子

　

長
山
さ
つ
き	

杉
田　

真
之

　

末
吉　
　

学	

明　
　

明
奈

　

藤
田　

幸
二	

池
端　

良
昭

　

入
来　

繁
子	

東
條　

晶
子

　

馬
場
美
名
子	

堀
切　

理
恵

　

鮫
島　
　

恵	

山
下　

秀
和

ひとりで悩んでいませんか？
安心ネットが、あなたを応援します
まずはお気軽にお電話を!

安心ネットかごしま
鹿児島市鴨池新町５番７号 県労働者福祉会館 6Ｆ

連合鹿児島地域協議会内 

0120-307-830

安心ネット姶良伊佐
霧島市隼人町見次1089-1 ユーミー隼人ビル101

連合姶良伊佐地域協議会内

0120-783-022

■労働相談：月曜日～金曜日（祝日除く）
■介護相談：火曜日
■住宅なんでも相談：木曜日
■多重債務相談：火曜日・金曜日
　相談時間：午前10時～午後４時
　その他：休日、時間外のご相談は、別途対応します。
相談は無料。ただし、専門家に依頼する場合、別途費用が
かかる場合があります。

＊九州ろうきんホームページアドレス
http://kyusyu.rokin.or.jp

＊全労済ホームページアドレス
https://www.zenrosai.coop

＊労福協ホームページアドレス
http://blog.rofuku.net/kagoshima/

―
―
ヨ
コ
の
カ
ギ
―
―

１
　
デ
パ
ー
ト
の
初
売
り
と
い
え
ば

5
　
家
庭
や
子
ど
も
が
話
題
に
な

る
女
性
タ
レ
ン
ト
。
…
…
タ
レ

7
　
福
島
県
会
津
若
松
市
の
会
津

さ
ざ
え
堂
は
…
…
階
段
で
有

名

8
　
み
ん
な
で
合
唱
す
る
…
…
喫

茶

10
　
病
院
の
…
…
時
間
は
厳
守
で

す

11
　
西
城
秀
樹
さ
ん
の
名
曲
で

す
。｢

ブ
ル
ー
…
…
ブ
ル
ー
」

13
　「
秤
」
っ
て
読
め
ま
す
か
？

15
　
稲
を
刈
る
道
具
と
い
え
ば

16
　
…
…
学
、
…
…
作
、
…
…
説

18
　
い
っ
と
き
に
膨
大
な
利
益
獲

得

22
　
時
計
の
短
針
の
こ
と
で
す

23
　
美
術
。
小
学
校
で
は
…
…
工

作

―
―
タ
テ
の
カ
ギ
―
―

１
　
…
…
の
大
統
領
は
マ
ク
ロ
ン

氏

２
　�

こ
と
わ
ざ
。
な
く
て
七
…
…

３
　
明
治
初
期
の
西
洋
化
現
象
の

こ
と
で
す
。
…
…
開
花

4
　�

…
…
と
ん
び
、
渡
り
…
…

5
　
英
語
で
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
イ
ル
ド

6
　
…
…
券
で
安
く
映
画
を
見
よ

う

9
　
修
理
不
能
な
ほ
ど
壊
れ
ま
し

た

12
　
松
や
竹
な
ど
で
で
き
て
い
ま

す

14
　
ち
ょ
っ
と
し
た
傷
で
す

15
　�

米
国
の
中
間
選
挙
で
民
主
党

が
…
…
で
勝
利

17
　
年
賀
状
。
つ
つ
し
ん
で
お
祝

い
を
申
し
上
げ
ま
す
と
い
う

意
味

19
　
コ
レ
と
け
ん
か
が
江
戸
の

華
？

20
　
自
由
自
在
に
使
う
と
い
う
意

味

21
　
歴
代
邦
画
の
興
行
収
入
1
位

は
「
…
…
と
千
尋
の
神
隠
し
」

答え
「リュウコウゴ(流行語)」

〔
解
答
〕
は
必
ず
ハ
ガ
キ
で
解
答
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
職
場
名

を
明
記
の
こ
と
。
１
人
１
通
に
限
り

ま
す
。
な
お
、
労
福
協
各
団
体
に
対

す
る
ご
意
見
な
ど
も
お
書
き
く
だ
さ

い
。
締
め
切
り
は
２
０
１
9
年
1
月

７
日
必
着
。
今
回
も
20
人
の
方
に
賞

品
を
進
呈
し
ま
す
。

〔
送
り
先
〕
〒
890
‐
00　
64
鹿
児
島
市

鴨
池
新
町
五
‐
七
‐
六
〇
三　

鹿
児

島
県
労
福
協
「
ク
イ
ズ
」
係

　

11
月
号
の
ク
イ
ズ
の
答
え

　

多
数
の
応
募
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
総
数
97

通
で
、
97
通
が
正
解
で
し
た
。
厳
正

な
抽
選
の
結
果
、
下
記
の
20
人
が
当

選
さ
れ
ま
し
た
。


